
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校支援サポート事業の例 

決算書掲載頁　217

地域の教育力の活用により、新しい教育課題への対応と学習の深化を図るとともに、開かれた学校を推進する。
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細事業：学校支援サポート事業                    

１．学校支援サポート事業 

学校区の地域住民等が学校支援者として、児童・生徒の学習のサポートや環境整備など様々な活動を行った（延

べ活動人数１９７人）。 

２．ふれあい合校 

 市立各公民館で生涯学習活動として得た学習成果を公民館クラブ員が学校の子どもたちに伝えることを通じて交

流を行った｡ 

  交流子ども延べ人数 １,０８５人  交流公民館クラブ員延べ人数 １４６人  交流回数 ２３回 

 


